
令和5年12月11日（月）15:00～17:00
中央合同庁舎第8号館623会議室
第17回 量子技術イノベーション会議

東京工業大学
上妻 幹旺

量子技術イノベーション拠点の取り組み
量子センサ拠点
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量子センサ拠点の構造

波多野睦子 上妻幹旺
固体量子センサ
の社会応用

量子慣性センサーの
社会応用
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紹介：固体量子センサにおける組織運営・社会実装

セクタ・分野融合・国際連携の
研究エコシステムが強く意識される

拠点

企業

Society 5.0 → 6.0
Well-being未来社会

国の支援

高感度・小型
耐環境性

応用の汎用性

固体量子センサ
（ダイヤ、SiC中のスピンQubit）

スター
トアップ

海外
拠点
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他のQIH
他の大学や研究機関



研究代表者：
東工大波多野教授

ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ担当者：
東工大酒井特任教授

東工大（HQ）

物材機構
並木精密
ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｽﾄ
筑波大

島津製作所
東芝

日新電機

その他の
参画機関

センサｼｽﾃﾑレイヤ プロト応用レイヤ

Harvard U.（東工大特任教授）Prof. Yacoby
U.C.B. Mainz Prof. Budker
U. Stuttgart Prof. Wrachtrup
U. Ulm Prof. Jelezko

理論・基礎物理 東大 斉藤教授、AIST 宮本研究員

基盤技術レイヤ

京大
水落GL

量子スピン
ﾄﾛﾆｸｽGｒ

東工大拠点
岩崎GL

センサ
システムGｒ

東大
関野GL

生体計測
Gｒ

矢崎総業
中園GL

電池
モニターGｒ

産総研
加藤GL

材料・
デバイスGｒ

日立
高口GL

神経細胞
計測Gｒ

信越化学
野口主席研

金沢大学
徳田教授

早稲田大学
川原田教授

量研機構
大島GL

量子生命
基盤Gｒ

住友電工
小林GL

高圧合成
素材Gｒ

海外との連携
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MEXT Q-LEAP Flagshipプロジェクト

東工大をヘッドクォーターとして、５大学、QST、AISTといった国研、５企業
で理論物理から応用まで、分野やレイヤーを超えて一気通貫で研究開発

文部科学省
ガバニングボード

アドバイザリーボード

量子固体Flagshipプロジェクト

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｨﾚｸﾀｰ：東大 荒川特任教授



東大

産総研

信越化学

文科省

Q-LEAP業務委託

住友電工
日新電機

R2- 共研・NDA
NV用ヘテロエピ
ダイヤ基板の開発

NV脳磁
計測応用

NVダイヤ材料・
デバイス研究

金沢大学

早大

NVダイヤ
材料研究

NVダイヤ
材料研究

NIMSQ-LEAP
量子計測・センシング
基礎基盤研究

NV用ダイヤ
基板の開発

東工大
応用物理学会

固体量子センサ研究会
登録会員：208名（企業68名）

富士ﾌｲﾙﾑ
R4- 学術指導研究

NV車載電池
計測応用

NV用高圧合成
ダイヤ素材開発

DMS部会

R3- PJ参加H31- PJ参加

R5/5発足 連携議論開始

R2設立 シンポ・研究会等を企画・実施

矢崎総業

NV用材料プロセス
研究・生命応用

NV細胞
計測応用

R4/10 東工大D1スタートアップ起業

日立

デンソー NV車載
計測応用

R5- 共研移行

Bosch､Mercedes､住重､横河電機、NEG、住電HM、、新規コンタクト企業（前回GB以降）

QIH量子センサ拠点

送配電系
機器応用

創薬・分析
応用

豊田中研
R4- 共研

光源
等応用

教育・センシン
グ機器開発

R2- Q-LEAP、R5- SIP連携開始

QIH量子基盤技術
・量子生命拠点

H31- 連携中

京大 新規量子操作
電気制御

Q-LEAP業務協力者

東芝ナノアナリシス

R5- Q-LEAP、SIP連携開始

QIH量子AI
融合BG拠点

QST

QIH量子マテリアル拠点

Q-LEAP
量子固体Flagshipプロジェクト

Q-LEAP知財合意書
締結・拡大

H31：Flagship、R2：+
信越他、R3：+住電･NIMS

H31-:業務再委託契約

量子国際会議（QIH連携）
6th IFQMS/Quantum 

Innovation 2023
H31-量子計測・センシング国際会議を
企画・実施

Q-LEAP量子センサ拠点を起点とする研究エコシステム

• 固体量子センサ研究会（会員208、うち企業68）を軸にICT-F・Q-STAR等連携により潜在顧客・連携先を拡大
• 企業交流推進（前回以降20社以上を更新or追加）により、共研投資増加
• QST量子技術基盤拠点をはじめとするQIH連携を本格化、量子人材教育・テストベッド環境提供等を推進へ
• 海外、特にドイツと企業も含めた包括的な協創を計画
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